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世
界
的
な
規
模
で
の
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
で
、
日
常
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
昨

今
の
様
子
で
す
。 

平
素
は
、
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
並
び
に
事
業
推
進
に
つ
き
ま
し

て
、
格
段
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
も
４
年
を

経
過
し
、
各
事
業
が
遅
々
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
も
、
主
な
取
り
組
み
に
載
せ

て
あ
る
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

令
和
２
年
度
か
ら
、
総
会
の
構
成
を

各
種
団
体
よ
り
２
名
ず
つ
の
代
議
員
を

加
え
、
幹
事
会
の
範
囲
を
振
興
会
長
の

み
の
構
成
か
ら
、
各
種
団
体
ま
で
拡
張
。

専
門
部
会
も
８
部
会
を
４
部
会
に
編
成

替
え
、
幹
事
は
い
ず
れ
か
の
部
会
に
入

り
、
部
会
と
幹
事
会
が
密
接
な
関
係
で

の
事
業
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
今
年
度
は
、
次
の
５
か
年
計
画

を
策
定
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

修
正
・
追
加
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
策

定
し
て
い
き
ま
す
。 

 

地
区
住
民
が
出
来
る
行
動
を
通
し

て
、
少
し
で
も
持
続
可
能
な
地
区
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
お
一
人
お
一
人
の
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。 

本
年
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
集
会
を
せ

ず
書
面
に
て
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

結
果
、
総
会
構
成
員
48
名
の
内
44
名

よ
り
回
答
が
あ
り
、
全
て
の
議
案
が
可

決
と
な
り
ま
し
た
。 

令和２年度事業計画・収支予算 
 

令和元年度 通常会計収支決算報告    

 

収入の部           （単位：円） 

町交付金・補助金 35,812,513 

前年度繰越金 10,256,752 

負担金・雑収入 388,628 

合計 46,457,893 
 
支出の部 

人件費・福利厚生費 6,454,882 職員人件費・福利厚生費 

報酬・費用弁償 1,968,000 自治振興会会長報酬・その他費用弁償 

研修費・旅費 127,060 自治振興会連絡協議会視察研修 

その他の経常費 470,857 消耗品・光熱費・使用料など 

事業費 40,000 農業振興・特産品開発事業 

87,000 体験・交流推進事業 

32,496 田舎暮らし体験・移住促進事業 

59,281 いちば再生事業 

328,790 農村環境維持・向上事業 

生涯学習事業費 654,115 ゆきキッズクラブ・大人の教室など 

「にしかわ」運営費 1,647,157  

備品購入費 138,768 ビデオカメラ・薪割り機など 

交付金・負担金 19,620,001 各振興会運営交付金・道路整備補助金 

まちづくり助成金 1,239,000 ゆきふるさとまつり・その他振興会 2 件 

交際費 31,015  

繰出金 168 ドローン事業会計 

合計 32,898,590  
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令
和
元
年
度 

活
動
総
括 

前
年
度
が
長
期
事
業
計
画
の
中
間

年
と
い
う
事
で
各
専
門
部
会
共
に
中

締
め
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
総
括
を

基
に
新
た
な
展
開
を
協
議
す
る
年
と

な
り
ま
し
た
。
並
行
し
て
体
験
交
流

や
移
住
促
進
と
言
っ
た
発
展
的
な
事

業
に
お
い
て
、
継
続
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て
協
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

分
室
「
に
し
か
わ
」
の
利
用
も
徐
々

に
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
利
用
方
法

の
幅
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
化
石
標

本
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
１
名
配
置
し
、
標
本

の
整
理
と
保
全
を
行
い
ま
し
た
。 

 
《
令
和
元
年
度 

主
な
取
り
組
み
》 

〇
地
域
特
産
品
原
料 

唐
辛
子
の
栽
培
促
進 

〇
農
業
労
働
力
不
足
対
策
案
の
検
討 

 

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
・
防
草
ネ
ッ
ト
の
導
入 

〇
都
市
部
と
の
体
験
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト 

要
綱
等
の
見
直
し 

〇
「
油
木
生
活
百
科
」
の
運
営
と
参
加
促
進 

〇
芸
術
文
化
に
触
れ
あ
う
機
会
の
提
供 

 

ハ
ン
ナ
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
協
賛 

〇
化
石
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

魅
力
化
の
集
い
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

〇
伝
統
文
化
の
継
承 

 

神
儀
の
映
像
保
存
・
し
め
縄
教
室 

〇
生
涯
学
習(

ゆ
き
な
び)

事
業 

 

ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
・
大
人
の
教
室 

〇
有
害
鳥
獣
対
策 

 

駆
逐
用
花
火
講
習
会
の
開
催
と
補
助 

〇
分
室
「
に
し
か
わ
」
の
運
営 

〇
ド
ロ
ー
ン
地
産
地
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
(

町
と
の
協
働
事
業) 

〇
広
報
紙
「
ゆ
き
の
灯
り
」
の
発
行 

〇
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
助
成 

令和２年度 通常会計収支予算    

 

収入の部          （単位：円） 

町交付金・補助金 38,457,001 

 

 

前年度繰越金 13,559,303 

 負担金・雑収入など 433,696 

合計 52,450,000 
  

支出の部 

人件費・福利厚生費 11,470,000 職員人件費・福利厚生費 

報酬・費用弁償 2,700,000 自治振興会会長報酬・その他費用弁償 

研修費・旅費 150,000 研修視察・その他出張旅費 

その他の経常費 1,028,000 消耗品・光熱費・使用料など 

事業費 

( )内は包括される

旧事業 

300,000 福祉部(高齢者支援・子育て支援) 

2,850,000 農商業推進部(農業振興・農村環境維持) 

360,000 地域づくり部(体験交流・移住促進など) 

920,000 生涯学習(ゆきなび)部 

5,000,000 化石魅力化プロジェクト展示事業 

「にしかわ」運営費 2,027,000  

備品購入費 200,000 パソコンなど 

交付金・負担金 19,463,001 各振興会運営交付金・道路整備補助金 

補助金・助成金 5,800,000  

交際費 50,000 慶弔見舞金など 

予備費 131,999  

合計 52,450,000  

 

令和元年度活動総括・収支決算 
 

令和２年度事業計画 

今年度は、次のような課題や取り組みについて、具体的な計画を実施しま

す。また、その進捗を来年度以降の 5 ヵ年計画に反映していきます。 

からご覧いただけます。 

 【福祉部】 

高齢者在宅支援事業と地域子育

て世代支援事業を統合し、新たに自

主防災を加えました。 

地域住民の生活に必須な課題に

ついて取り組みます。 

・自主防災組織への支援 

・高齢者在宅支援、子育て世代への

支援 

新たな課題を選択し、その解 

決策について話し合います。 

【地域づくり部】 

都市部との体験交流事業と 

移住促進事業並びに市場地域の賑

わい創出事業を統合し、より住みや

すい地域づくりについて取り組み

ます。 

・都市間交流会の促進と誘致プラン 

・住民参加型ウェブサイト「油木生

活百科」の維持と活用 

・空き家の活用策と地域コーディ 

ネーターの配置 

【農商業推進部】 

農業振興事業と農村環境維持事

業を統合し、新たに林商工業の推進

を加えました。地域経済に発生する

課題について考え、また農地を中心

にした環境保全について取り組み

ます。 

・百彩館を中心とした賑わいの創出 

・農業の担い手が抱える課題の解消 

・有害鳥獣による被害への対応 

・農村環境の維持と保全 

【ゆきなび(生涯学習)部】 

  ゆきキッズクラブ(放課後子ど

も教室)や大人の教室に加えて、伝

統文化を継承するための事業や、化

石・自然環境といった地域資源の有

効活用について考えます。 

・ゆきキッズクラブ、大人の教室の 

開催 

・神儀の映像保存を始めとする伝統

文化の継承 

・化石魅力化プロジェクト 

 

 
主な 

事業計画 

 

令
和
２
年
度
通
常
総
会 

 

「
挨
拶
」 

セ
ン
タ
ー
長 
赤
木
健
二 

 

総会資料及び補足資料は、当センターHPでも全文をご確認いただけ

ます。( yukikyoudou.com/soukaishiryou ) 

直接ご覧になりたい方はセンター事務所までお越し下さい。 


